地域貢献事業研究 課題一覧 by unknown
   当センターでは、本学周辺地域の保健医療福祉分野に貢献する事業研究を対象として『地域貢献事業研
究費』を配分しています。2013 年度は計 9件（区分 A:6 件、区分 B:3 件）、計 2,993,615 円の申請があり、
（区分） 
A：本学周辺地域の保健医療福祉の向上を目的とし、地域の保健医療福祉の実践現場と共同で行う研究 
B：本学周辺地域の保健医療福祉の向上を目的とし、地域との基盤作りとしての事業に関する共同研究 
所属※ 研究代表者 職位 
区
分 
研究課題 対象地域 
看護 伊藤純子 助教 A 
浜松市を中心
として静岡県
全域 
195,125 
介護 野田由佳里 准教授 A 
介護福祉士資格取得後に職場定着に影響
を及ぼす促進要因に関する研究 
静岡県全域 162,060 
リハ 
PT 
西田裕介 教授 A 浜松市北区 308,800 
リハ 
PT 
金原一宏 助教 B 
地域在住高齢者を支えるリハビリサポー
ト体制の構築 
浜松市北区 
・中区 
257,516 
リハ 
OT 
伊藤信寿 准教授 B 
び少～青年期の支援研究 
浜松市 86,220 
リハ 
ST 
池田泰子 准教授 B 
地域における言語聴覚士の専門性の活か
し方を検証～ことばの教室の先生を対象
とした機能性構音障害のスキルアップ研
修を開講～ 
静岡県西部地
域（浜松市・磐
田市・袋井市）
271,378 
合計 1,281,099 
※看護＝看護学部、介護＝社会福祉学部介護福祉学科、リハ＝リハビリテーション学部、PT＝理学療法学科、 
OT＝作業療法学科、ST＝言語聴覚学科 
 
2012 年度に地域貢献事業研究費の配分を受け実施された事業研究の報告会を下記日程で開催しました。 
発表：ポスター発表および口頭発表  来場者数：119 名 
１. 地域貢献事業研究 課題一覧 
＜地域貢献事業研究 報告会＞ 
保健専門職が対応するクレーム特化型研
修プログラムの共同開発 
高齢者における身体機能と運動時の疲労
に対する適応能力に関する研究 
発達障害をもつ児童への支援の確立、およ
保健福祉実践開発研究センターによる審査を経て、大学部長会での審議の結果、6 件の課題を採択し、計
1,281,099 円の事業研究費を配分しました。研究課題 6 件の報告書を当年報（P.31～）に掲載しておりま
すので、併せてご覧ください。 
配分額 
（円）
日時：2013 年 11 月 2 日（土）10 時 00 分～15 時 00 分 ※聖灯祭・ホームカミングデーと同日開催 
場所：聖隷クリストファー大学 1号館 4階 1409 中教室 
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地域貢献事業研究費 2013 年度募集要項 
 
保健福祉実践開発研究センター｢地域貢献事業研究費｣について、下記の要領で研究計画を募集します。 
 
1. 基本方針 
 保健福祉実践開発研究センターの柱のひとつである「保健医療福祉分野に係るすべての人たちと
の共同研究・事業」を推進し、共同で課題解決を図るために、本学周辺地域の保健医療福祉分野に
貢献する研究を対象とした事業研究費を募集します。 
 
 
2. 対象となる研究および事業研究費の金額 
 
本学周辺地域の保健医療福祉の向上を目的とし、 
Ａ：地域の保健医療福祉の実践現場と共同で行う研究 
Ｂ：地域との基盤作りとしての事業に関する共同研究 
 
・実習先・就職先施設等と連携した研究であればなお望ましい。 
・研究費の配分総額
．．
は 130 万円、1件当たり最大 40 万円です(共同研究費とは上限額が異なります)。
なお、地域貢献事業研究費の総額は、並行して募集する共同研究費の申請状況も考慮し、大学全
体の研究費予算の枠内で柔軟に対応していきます。 
（配分総額は、2013 年度予算決定をもって確定しますので、変わる可能性があります） 
・配分対象の経費および単価基準は、「共同研究費取り扱い要領」の「７．申請できる経費」に準
じますのでご確認ください。要領と異なる取り扱いを希望する場合は、その理由と算出根拠を記
載してください。 
・限られた予算を有効に配分するため、既に研究室に備えられているパソコン、プリンター、総務
部で貸出をしているデジカメ、ビデオカメラ、IC レコーダー等の申請はできるだけご遠慮くださ
い。特別な事情により申請をする場合は、計画書に申請理由を添付してください。 
 
 
3. 対象期間 
  2013 年 4 月 1 月～2014 年 3 月 31 日 
 
 
4. 研究成果の提出 
・研究代表者は、研究期間内における研究課題の成果を取りまとめ、研究成果報告書を 2014 年 6
月末日までに保健福祉実践開発研究センターに提出してください。 
・研究代表者は、保健福祉実践開発研究センターが企画する報告会等で発表する義務を負います。 
 
 
5. 審査の方法 
 保健福祉実践開発研究センターは、配分案を検討するにあたり、申請された計画書に対して以下
の項目を目安にして審査をします（Ａ・Ｂそれぞれ 15 点満点。絶対評価）。 
項 目 Ａ Ｂ 
(1-Ａ)本学周辺地域の保健医療福祉の向上にどのように貢献できるか ＜5点満点＞ ○ ― 
(1-Ｂ)本件が地域との基盤作り等である場合の将来展望 ＜5点満点＞ ― ○ 
( 2 )研究計画・方法の妥当性 ＜5点満点＞ ○ ○ 
( 3 )申請経費の妥当性 ＜5点満点＞ ○ ○ 
 
２．
当センターでは、専門職向けの講座を「公開セミナー」、一般の方向けの講座を「公開講座」として
毎年度開催しています。公開セミナーは本学教育の特徴である「IPW（専門職連携）」と「リーダーシッ
プ」をテーマとし、公開講座は時勢やニーズに合わせたテーマを年度ごとに設定しています。2013 年度
公開講座は「発達障がい」と「健康長寿」をテーマに実施しました。 
 
 
１）公開セミナー① リーダーシップに関する公開セミナー 
（１）概要 
タイトル：「介護事業とリーダーシップ ～何のために、何を目指して～」 
日時：2013 年 7 月 20 日（土）13 時 30 分～15 時 30 分 
講師：高橋 義孝 氏（株式会社ケアクオリティ 代表取締役社長） 
対象：保健医療福祉の専門職者他 
参加者：定員 200 名  参加 135 名    申込 155 名 
アンケート回収：115 件 
 
 
 
福祉の専門職・・・介護福祉士 16 名、施設管理者 6名、介護支援専門員 3名、 
         相談員 2名他 
医療の専門職・・・看護師 6名、理学療法士 5名、作業療法士 2名、臨床工学技士 2名他 
行政、雇用、保健の専門職・・・大学所属 1名、訪問看護師 1名、保健事業主 1名他 
 
（３）アンケート結果 
設問 1.  参加しようと思った理由、目的は何ですか？ 
「リーダーとなって日が浅く、今後、どのように現場を運営していくべきか悩んでいたから」、
「リーダーとして働く上でどのように意識を持てばよいか学びたかったから」など、職場で新た
にリーダー的な立場となったが、どの様に取り組んでいったら良いのかヒントを得たくて参加し
た方、また「リーダーシップについて学び、仕事場で少しでも実践できたらと思ったから」、「今
後、自分がどのように仕事に取り組めばよいのか参考にしたかった」など、職場で役立てたいと
いう方々の声が全体の半数を占めました。 
公開セミナー・公開講座  
（２）参加者職業内訳（合計 135 名） 
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